







































に関する法律」（障害者差別解消法 , 平成 25 年法律第















































































































































４．	2017 〜 2019 年度の「個別対応」実施
状況
１）「個別対応」での受講状況
2017 年度から 2019 年度の間に，個別対応を行うこ
とが承認された学生（以下，個別対応学生とする）は
100 名であった．年度別では，2017 年度 30 名（該当
科目の履修者数は 2,304 名），2018 年度 29 名（該当科
目の履修者数は 2,235 名），2019 年度 41 名（該当科目
の履修者数は 2,141 名）であった（注 3）．
個別対応が認められた理由については，障がい，病
気，怪我，心因性の理由により通常の受講が困難な場




に含まれており，対象 3年間の延べ数は 20 名，対象
3 年間では 1回の履修であるが 2016 年度以前に履修
があった学生は 3名であった． 
  
図 2 個別対応が認められた理由（年次推移） 
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図 2 個別対応が認められた理由（年次推移） 




障がいにより配慮を行なった学生は 3年間で 11 名
であり，2017 年度 6 名（身体的 4 名，身体的以外 2
名），2018 年度 1名（身体的以外），2019 年度 4名（身
体的 3 名，身体的以外 1 名）であった．2019 年度以
降はYOUステーションとの連携により申請を受け付
けた．病気により配慮を行なった学生は 3年間で 40
名であり，2017 年度 16 名，2018 年度 11 名，2019 年




る学生は 2017 年度 4 名，2018 年度 2 名，2019 年度 2
名であった．怪我により配慮を行なった学生は，3年
間で 30 名であり，2017 年度 4 名，2018 年度 10 名，













り，2017 年度 4 名，2018 年度 6 名，2019 年度 5 名で
あった．主として学生相談室との連携により申請を受
け付けた．上記に分類できないその他の学生は 3年間













約（平成 26 年 1 月 30 日採択）第２条』の合理的配慮
の定義及び『文部科学省所管事業分野における障害を
理由とする差別解消の推進に関する対応指針（文部科
























図 4 個別対応が認められた理由（年次推移） 
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chosa_kenkyu/chosa/index.html　（2021 年 1 月 5
日閲覧）
（注 2）保健体育科目担当は，2003 年度までは保健体
育研究室であった．2004 年度に改組によりスポー
ツ・健康科学教育研究センターとなった．
（注 3）履修者数は該当年度末の数字であり，履修した
が開講途中で休学・退学した学生は含まれていない .
 
 
資料 授業サポートボランティア募集案内 
 
 
資料 授業サポートボランティア募集案内
